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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　選択的塩素イオンチャネルモジュレーターを配合することを含む、メタンフェタミンの
乱用の治療のための医薬の製造方法。
【請求項２】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターがフルマゼニルである、請求項１に記載
の製造方法。
【請求項３】
　前記フルマゼニルが約１．０～３．０ｍｇ／日の量で投与される、請求項２に記載の製
造方法。
【請求項４】
　前記フルマゼニルが約１．５～２．５ｍｇ／日の量で投与される、請求項２に記載の製
造方法。
【請求項５】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アロステ
リックモジュレーターである、請求項１に記載の製造方法。
【請求項６】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体に高い用量効力かつ、
低い最大効力で作用する、請求項５に記載の製造方法。
【請求項７】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の受容性をリセットし
、塩素イオンチャネルのイオンの流れを増大させる、請求項５に記載の製造方法。
【請求項８】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アゴニス
トである、請求項１に記載の製造方法。
【請求項９】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、イミダゾベンゾジアゼピン、又はエ
チル８－フルオロ－５，６－ジヒドロ－５－メチル－６－オキソ－４Ｈ－イミダゾ－［１
，５－ａ］［１，４］ベンゾジアゼピン－３－カルボキシレートの誘導体のうちの少なく
とも一方である、請求項１に記載の製造方法。
【請求項１０】
　前記医薬は、強化ビタミンＢ複合体、ヒドロキシジン、又はガバペンチンのうちの少な
くとも１つを好ましくは含む治療化合物と組み合わせて投与される、請求項１～９のいず
れか１項に記載の製造方法。
【請求項１１】
　前記医薬が、食事療法、運動療法又は認知療法の間に投与される、請求項１～１０のい
ずれか１項に記載の製造方法。
【請求項１２】
　前記医薬が、３ｍｇ／日未満の治療有効量で投与され、２０分以下の期間にわたり０．
４ｍｇ以下の個々の用量で送達される、請求項１～１１のいずれか１項に記載の製造方法
。
【請求項１３】
　選択的塩素イオンチャネルモジュレーターを含む、メタンフェタミンの乱用を治療する
ための薬学的組成物。
【請求項１４】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターがフルマゼニルである、請求項１３に記
載の薬学的組成物。
【請求項１５】
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　前記フルマゼニルが約１．０～３．０ｍｇ／日の量で投与される、請求項１４に記載の
薬学的組成物。
【請求項１６】
　前記フルマゼニルが約１．５～２．５ｍｇ／日の量で投与される、請求項１４に記載の
薬学的組成物。
【請求項１７】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アロステ
リックモジュレーターである、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１８】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、前記ＧＡＢＡA受容体に高い用量効力か
つ、低い最大効力で作用する、請求項１７に記載の薬学的組成物。
【請求項１９】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、前記ＧＡＢＡA受容体の受容性をリセッ
トし、塩素イオンチャネルのイオンの流れを増大させる、請求項１７に記載の薬学的組成
物。
【請求項２０】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アゴニス
トである、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項２１】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、イミダゾベンゾジアゼピン、又はエ
チル８－フルオロ－５，６－ジヒドロ－５－メチル－６－オキソ－４Ｈ－イミダゾ－［１
，５－ａ］［１，４］ベンゾジアゼピン－３－カルボキシレートの誘導体のうちの少なく
とも一方である、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項２２】
　選択的塩素イオンチャネルモジュレーターを配合することを含む、アルコール又は刺激
物質の乱用を治療するための医薬の製造方法。
【請求項２３】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターがフルマゼニルである、請求項２２に記
載の製造方法。
【請求項２４】
　前記フルマゼニルが約１．０～３．０ｍｇ／日の量で投与される、請求項２３に記載の
製造方法。
【請求項２５】
　前記フルマゼニルが約１．５～２．５ｍｇ／日の量で投与される、請求項２３に記載の
製造方法。
【請求項２６】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アロステ
リックモジュレーターである、請求項２２に記載の製造方法。
【請求項２７】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体に高い用量効力かつ、
低い最大効力で作用する、請求項２６に記載の製造方法。
【請求項２８】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の受容性をリセットし
、塩素イオンチャネルのイオンの流れを増大させる、請求項２６に記載の製造方法。
【請求項２９】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アゴニス
トである、請求項２２に記載の製造方法。
【請求項３０】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、イミダゾベンゾジアゼピン、又はエ
チル８－フルオロ－５，６－ジヒドロ－５－メチル－６－オキソ－４Ｈ－イミダゾ－［１



(4) JP 2008-536921 A5 2009.1.8

，５－ａ］［１，４］ベンゾジアゼピン－３－カルボキシレートの誘導体のうちの少なく
とも一方である、請求項２２に記載の製造方法。
【請求項３１】
　前記刺激物質がコカイン、クラックコカイン、エフェドリン、アンフェタミン、デキス
トロアンフェタミン、フェンメトラジン、ＭＤＡ、ＭＤＭＡ及びそれらの類似体から選択
される、請求項２２～３０のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項３２】
　前記医薬は、強化ビタミンＢ複合体、ヒドロキシジン、又はガバペンチンのうちの少な
くとも１つを好ましくは含む治療化合物と組み合わせて投与される、請求項２２～３１の
いずれか１項に記載の製造方法。
【請求項３３】
　前記医薬が、食事療法、運動療法又は認知療法の間に投与される、請求項２２～３２の
いずれか１項に記載の製造方法。
【請求項３４】
　前記医薬が、３ｍｇ／日未満の治療有効量で投与され、２０分以下の期間にわたり０．
４ｍｇ以下の個々の用量で送達される、請求項２２～３３のいずれか１項に記載の製造方
法。
【請求項３５】
　選択的塩素イオンチャネルモジュレーターを含む、アルコール又は刺激物質の乱用を治
療するための薬学的組成物。
【請求項３６】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターがフルマゼニルである、請求項３５に記
載の薬学的組成物。
【請求項３７】
　前記フルマゼニルが約１．０～３．０ｍｇ／日の量で投与される、請求項３６に記載の
薬学的組成物。
【請求項３８】
　前記フルマゼニルが約１．５～２．５ｍｇ／日の量で投与される、請求項３６に記載の
薬学的組成物。
【請求項３９】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アロステ
リックモジュレーターである、請求項３５に記載の薬学的組成物。
【請求項４０】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、前記ＧＡＢＡA受容体に高い用量効力か
つ、低い最大効力で作用する、請求項３９に記載の薬学的組成物。
【請求項４１】
　前記部分的アロステリックモジュレーターが、前記ＧＡＢＡA受容体の受容性をリセッ
トし、塩素イオンチャネルのイオンの流れを増大させる、請求項３９に記載の薬学的組成
物。
【請求項４２】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、ＧＡＢＡA受容体の部分的アゴニス
トである、請求項３５に記載の薬学的組成物。
【請求項４３】
　前記選択的塩素イオンチャネルモジュレーターが、イミダゾベンゾジアゼピン、又はエ
チル８－フルオロ－５，６－ジヒドロ－５－メチル－６－オキソ－４Ｈ－イミダゾ－［１
，５－ａ］［１，４］ベンゾジアゼピン－３－カルボキシレートの誘導体のうちの少なく
とも一方である、請求項３５に記載の薬学的組成物。
【請求項４４】
　前記刺激物質がコカイン、クラックコカイン、エフェドリン、アンフェタミン、デキス
トロアンフェタミン、フェンメトラジン、ＭＤＡ、ＭＤＭＡ及びそれらの類似体から選択
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される、請求項３５～４３のいずれか１項に記載の薬学的組成物。
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